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　下水道の再構築事業での課題と非
開削技術の優位性についての話を続
けよう。
　まぁ，ここまで話を進めれば，賢
明な読者諸氏は賢察されるだろう。
下水道管路の再構築事業は，近隣の
住民にとって個人的に全く利すると
ころ無し。手を加える対象の老朽下
水管路は道路下最深部に鎮座。住民
が被る不利益を極力抑え，他の既設
埋設物に触らず，確実にその再構築
を成就するには，非開削技術の活用
にしか途はない。今日，我が国の非
開削技術は，その活用に十分応えら
れるレベル，領域に達している。さ
らに，社会がその技術向上を求める
のであれば，さらなる進化も辞さな
いはずだ。
　では，現状での下水道管路整備状
況やその機能から見て，次世代への
再構築ではどのような目標を目指す
のか。目標には量的なものと質的目
標があろう。また，その達成手法で
も，ハード対応とソフト対応がある。
いずれにしも，その都市の実情と将
来像を見据え，身の丈に合った事業
計画の検討が肝要だ。
　まず，現状でその流下能力不足が
懸念されるのであれば，将来にわた
る不安解消が大前提だ。汚水管の能
力不足を増補管で対応するのであれ

ば，既設管路網の下部に大口径管路
を構築しなければならず，正に，推
進工法やシールド工法の出番だ。た
だ，通常の単純な推進工事との違い
は，既設構造物（人孔）との直接到
達，接続が必須条件だ。また，既設
管の老朽度が酷く，これを同位置で
増径新管に敷設替えするのであれば
「改築推進工法」の出番だ。
　雨水管の能力不足にはどう対応す
るか。これには出口対策と入口対策
がある。出口対策とは，少なくとも
下水道施設からの溢水で道路冠水や
内水被害を出さないこと。ならば，
雨水増補管の整備，これで確実な流
下排除ができないのであれば，中間
地点で雨水貯留管を整備する。これ
らは，汚水管と同様に，大口径，大
深度，既設構造物到達の推進工法に
なる。一方，入口対策としては，と
にかく，降った雨が下水管路に一気
に流入しないようにすること，すな
わち雨水の流出抑制だ。手っ取り早
い手法は，分流式下水道での雨水公
共ますの底を抜き，浸透層を設ける
ことだ。
　合流式下水道改善事業も，再構
築での必須課題だ。合流式下水道
の課題は，雨天時に雨水に希釈され
た未処理汚水が，管路網途中の“雨
水吐”から河川等に直接放出される

こと。都市内の衛生保持と環境保全
上，由々しき問題となっている。こ
の背景には，多くの都市での下水道
整備当初計画立案時点（昭和40年
代以前）に想定した計画汚水量が，
今日，近代都市化した現状とは余り
にも乖離したことにある。もちろん，
雨の降り方も違ってきたことも事実
だ。これにも，基本は，増補管や貯
留管の整備だが，雨水流出抑制の併
用も有効だ。
　次の大きな目標は，個々の下水管
路の寿命，耐用年数を一段，二段と
伸ばすことだ。単に，「鉄筋コンク
リート管の耐用年数は，現在，50年
とされます」などと，簡単に済まし
てはならない。なにせ，相手とする
都市の寿命は千年単位だ。幹線管路
については，ここではせめて“100年
下水道”，“200年下水道”を目指す
べきだ。それには，耐腐食性の強い
材質の管材を使用すること，流下水
素ガス発生の温床となる伏せ越し個
所や圧送区間を極力避けること，さ
らには周辺地盤の緩みから外力や衝
撃力を軽減するため，管路外周地盤
を乱さない非開削手法を採用するこ
となど，その都市として実施可能な
あらゆる有効手段を講じるべきだ。
	 〈編集委員長　石川和秀〉
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